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6５ 
へ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
と
い
え
ば
わ
が
国
で
は
、
第
一
次
大
戦
前
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
近
代
文
明
が
見
失
っ
た
魂
へ
の
深
い
郷
愁
を
、
雲
と放浪の魂に托して痛苦のうちに歌う田園詩人というイメージが強い。それに対し、欧米では、第一次大戦Ｃ九
一
四
・
７
１
一
九
一
八
・
Ｕ
を
境
い
に
変
貌
し
た
後
期
作
品
群
が
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
い
て
、
ハ
ワ
イ
マ
ー
ル
か
ら
ナ
チ
ス
へ
の
悲
劇をゆるした知識人の姿Ｖを裏と表から映し出す、大都市文明が生んだ新ロマン主義や表現主義の代表的表現者で
あり、そしてそこから古典主義に超え出た人というのが一般的である。
第一次大戦は、ロシア革命二九一七・３１ｕ）に連鎖した革命（一九一八・ｕ）によってドイツ内部から終り、ワ
イマール共和政府が生れる。そのワイマール懸法は近代民主主義の典型とされた。それがわずか十五年後〔一九三
三年）にはナチス独裁体制に呑象込まれる。『荒野の狼』（一九二七）はその知識人達の姿を、新ロマン主義や表現
主義的手法でショッキングに描いた小説である。
二○世紀は近世のどの世紀も知らぬ悲劇に地球全体を巻きこんできた。その始まりの第一次世界大戦をゆるす知
識人の前世紀末思潮と芸術、再びの第二次世界大戦を予感し戦いあるいはゆるした一九二○年代思潮と芸術が、こ
の世紀の後半いらい真剣に問い直されてきた。そのなかでとくに後者が、革命ワイマール体制下のドイツ的知識人
欧
米
で
の
へ
ツ
セ
『
荒
野
の
狼
』
評
価
の
歴
史
’
一
九
二
○
年
代
の
知
識
人
の
姿
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
１ 
山
路
基
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6６ 
の「幻想と狂気の二○年代」だったか、それとも逆に「黄金の二○年代」だったか、という問いをつくってきた。
『
荒
野
の
狼
』
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
表
現
方
法
は
、
こ
の
問
い
に
集
約
的
に
答
え
る
内
容
を
内
に
持
っ
て
い
た
。
そ
の
問
い
へ
の
ど
ち
ら側の答えか、をめぐって発刊いらい真向から論じられてきた。その評価はいまだに分れて続いている。
それを辿ってみる。（すでにヨーロッ．〈文学批評の場で一定の地歩を築いているドイツのＥ・Ｒ・クルチゥスやフランスの
Ｍ・プランショが一九五○年代に、小税というジャンルでの叙事性での完成度や、芸術的完成度の視点で論じているが、それも
この問いと無関係ではないが、今回は一応、資料から外した。なお、以下の資料紹介や要約中でカッコ内の言葉はいちいち断ら
ないが、すべて拙論箪者の注釈である。）
『
荒
野
の
狼
』
に
対
し
て
ま
ず
最
初
に
、
肢
も
辛
辣
に
、
だ
が
木
質
を
決
ろ
う
と
鋭
く
論
及
し
た
の
は
、
ク
ル
ト
・
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
（１） 
－『ドイツ的人間』（【冒斤目ロ・庁。］のご》ロの」の口跡・ぽの冨のロ“・声・乞日）だろう。鋭い椰楡的構成で、この一九一一七年の
状況を生々しく創出している。そのため少し長くなるが、論旨になるべく忠実に沿い、要約する。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
書
店
が
『
荒
野
の
狼
』
出
版
を
機
に
批
評
家
達
に
も
声
を
か
け
た
五
十
歳
誕
生
祝
い
は
、
心
に
も
な
い
褒
め
言
葉
で
彼らが後世に恥を残さずにすむ地味さで、品もよかったのに○」れはヘッセ自身の意志によったものだった）、同書店か
ら
フ
ー
ゴ
ー
・
ベ
ル
が
二
七
三
頁
も
あ
る
『
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
』
を
贈
り
、
独
り
雄
弁
に
五
十
年
の
生
涯
と
作
品
を
賛
え
る
姿
は
、
なんとも脇におちない。あの大胆な戦争拒否者ベルが、なんでこんな人物とこんなふうに関わるのかわからない。
私はこの種の人物に理解を全然もてないのに。◇」のふたりを簡単に紹介する。トゥホルスキー（一八九○’一九三五）は、
反戦と民衆の場で、寄席（キｒハレー）文明に身を瞳き、反体制の痛烈な風刺小唄やシャンソンの作詞、ミュージカル台本を書き、
傍ら急の屋号口のその他で、コラム、論文等を五つの筆名で爵き、生涯、無国籍的生活で活鰯した革命的自由思想家、ナチス拾
（２） 
下、亡命して自殺。ベル（一八八六’一九二七）は、大戦一年目の一九一四年ベルギー戦線で激しい戦争拒否者になり、スイス
に亡命、チューリッヒで、寄席（キャバレー）ヴォルテール座の総監督としてダダイズムを創始して、祖国の国家的な伝統文化
推進運動に反対する。傍らプロッホらと共同して亡命者雑誌「自由の時代」編集長としても論陣を張る。彼の箸、．〈クーーーソ伝
やとくに『ドイツ知識人批判』（一九一九）に、トウホルスキーは自分の『ドイツ的人間』と通底するものを見たろう。ベルは祖
国からの売国奴、裏切者と呼ばれるなかで、同様のへツセに近ずく。長く批判的目撃者だったが、後に最もよき対論者、理解者
となる。カソリックに改宗し、箸番『ピザソチソ・キリスト教』（一九二三）や『時代からの逃走』（一九二七）を残し、『ヘルマ
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（３） 
ソ・ヘッセ』（一九二七）の上梓を自分は見ずに、癌で死ぬ。トゥホルスキーは、ベルのダダイズムや寄席文明での反戦活動に自
分と同じものを感じていたから、上述の言葉が出る。）確かに、戦争を煽った文書をへツセは書いてないし、戦争で手を
汚さなかったし、スイスで捕虜のため働いた、がしかし、その控え目な姿勢は、彼自身の事柄内のことだ。（トゥホ
ルスキーは持論として、国看閂ＩＳＳＡ確かにｌだが、しかしｖでは、体制や梅力に対して、けっして戦えない！と主張してき
た。）それをベルはこの本で大苦労して解説している。一例が、ヘッセ信者の若僧の戦争中のこんな賛歌を過大にと
かしわ
りあげる。「祝福すべきかな、みずからの心臓の流す血を肥しにして大地から吾らの聖なる柏は大樹になった」…：．
「そのさまざまな戦闘の祝福」……「世界は終局的にはまだ吾らの愛を信じるということ、それを弾丸にいま彼は
敵を真正面から射撃している」……このすべてが隠棲の村ガィエンホーフでされているだけ！・ハル自身は解説す
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
る。ヘッセは荒野の狼だ。世俗を拒否し俗物共を憎糸局外者として苦悩する人、自分の家の中で一時寄留の異邦人、
家庭の中のどんなものよりも自分に近く嬢じてるのが猫だって⑫ｌこんな荒野の狼を精神分析学の術議を駆使
してそのノイローゼを賛えて紹介すれば、いまに女中達に通俗精神分析学が生れるだろう。ナゼ私ガコノ高価ナ壷
ヲ割ツタノデスッテ？奥様、コノ壷ヲ見タラ抑圧（脅迫固定観念）が起コルノデス……女中がこんな抑圧をＪもった
ら
勿
論
、
優
れ
た
女
中
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
作
家
だ
っ
て
同
じ
だ
。
ヘッセは『荒野の狼』を確かによく演奏しているが、しかし自分の内的に分裂した難問は離れてた。その自然主
義的描写は無比だ。強烈な音響、鮮烈な色彩も念入りだ。気質と気配と雰囲気は満ちている。だがその分裂はどう
もできてない。作家が分裂してるのは関係ない。作家は構成すべきなんだ。この「ぞっとする魂の狂繰」で櫛成す
べきものは、「ドイツ人の国民的欠陥」なんだ。さすがに、ハルだ。それを感じていて、「ヘッセが社会的に機能しな
い」ことが、なぜか、どういう価値をもつか、を解明する。フランスなら民衆が開明的だから異常な天分や異質な
天才も受入れ、育て、ランポーのようなのは例外だ。だがこのドイツの国民の中では、裁判官や死刑執行吏を精神
的人間と見る眼がどこにも立ちはだかっている。ここでは社会的失敗人間は糸な、内面に向う勇者、世に容れられ
ぬ聖者という訳！社会的に最重要事の論争も、そのしくじりを免れる「練磨」であって、変革が起こるなど絶望
的な自閉症の国だ。だから、と「ヘッセの価値」を解明しようって？冗談じゃない……羽根を拡げるクジャクの
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よ
う
な
ド
イ
ツ
的
人
間
の
も
つ
価
値
刊
す
べ
て
の
人
間
が
内
面
で
各
自
の
我
流
ジ
ッ
グ
ザ
ッ
グ
の
格
闘
技
を
重
要
と
感
じ
て
い
て
、
こ
の
大
仰
な
無
器
用
の
誇
張
が
名
声
を
獲
て
い
る
！
ま
さ
に
そ
れ
が
へ
ツ
セ
な
ん
だ
。
こ
の
へ
ツ
セ
に
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
ナ
ー
ー
カ
？
そ
の
欠
点
を
倍
増
し
、
長
所
を
駄
目
に
し
、
彼
を
か
く
も
私
に
我
慢
な
ら
な
く
さ
せ
て
い
る
も
の
は
ナ
ン
ナ
ノ
ヵ
？
それをこの誕生賀詞のなかで唯一人、挙げてるのをシャイラー（同旨汀ｍ・冨胃のＨ）の書評で見た。「主人公がこの分
裂した魂の統合、荒野の狼の調教に、成功しなかったとすれば、とヘッセは書いている、その道は一つある、ここ
に
は
ユ
ー
モ
ア
（
冒
冒
・
同
）
の
道
が
あ
る
、
と
。
」
ｌ
ヘ
ッ
セ
に
は
ユ
ー
モ
ア
は
全
然
な
い
．
あ
れ
ば
こ
の
小
説
は
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
ない。ユーモアは機智（言冒）とも、よく「ドイツ人のユーモア」と称されるビヤホールの馬鹿騒ぎ冗談（厨］の甘目．
、の一一ｍ庁①芹）とも関係ない。それらは首。、岸①ロ（無味乾燥、退屈…）なだけ。ユーモアの語原は句の：巨一、丙の芹（粘り、潤
お
い
．
：
）
に
関
係
す
る
。
ヘ
ッ
セ
に
は
獣
の
生
真
面
目
が
あ
る
だ
け
、
雌
牛
の
、
犬
の
、
い
や
、
家
具
の
！
そ
ん
な
の
は
笑
い
は
し
な
せんプスト・汀・ロニー
パ
ト
ス
つ
十
ま
い
！
自
己
椰
楡
？
・
論
ず
る
気
に
も
な
ら
ん
。
こ
の
激
情
の
接
ぎ
目
接
ぎ
目
を
眼
を
寄
せ
て
見
れ
ば
透
き
間
だ
ら
け
だ
、
そ
ば
で
よ
ろ
め
く
だ
け
で
割
れ
て
し
ま
う
。
事
実
、
割
れ
て
る
。
こ
の
発
行
部
数
が
証
明
し
て
る
よ
う
に
こ
の
人
間
が
代
表
し
て
る
世
界
が
そ
の背後にあり、読み、割れている！酔って悲惨に引裂かれている！ユーモアとは、勇敢にさえなれば、なに＄
か
し
か
が
こ
う
も
不
快
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
。
上
か
ら
見
渡
せ
ば
、
築
き
あ
げ
て
き
た
も
の
は
承
な
滑
稽
だ
と
感
じ
る
こ
と
だ
。
す
べ
て
を
終
え
た
夜
、
ま
た
新
た
に
、
報
わ
れ
ぬ
こ
と
を
感
じ
、
さ
あ
、
明
日
も
や
る
ぞ
、
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
知
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
ユ
ー
モ
ア
だ
。
ひ
と
つ
の
道
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
、
基
本
的
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
領
土
、
ド
イ
ツ
的
人
間
が
い
ま
こ
そ
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
こ
し
か
な
い
領
土
だ
。
そ
れ
が
、
こ
ん
な
ヘ
ッ
セ
が
立
っ
て
い
る
領
土
で
語
ら
れ
、
ふ
ん
な
が
彼
の純粋さ、芸術家的気質と才能への敬意から、その領土に入らればと思っている。それだけに警告せねばならぬ。
ド
ラ
マ
と
し
い
ち
》
」
の
彼
の
移
し
く
魂
の
中
に
呼
び
だ
し
た
劇
が
ど
ん
な
目
的
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
。
い
ま
盛
ん
な
青
年
運
動
の
「
歳
末
の
年
の
市
騒
ぎ
」
が
余
り
に
似
て
い
る
。
彼
ら
に
何
度
か
私
は
聞
い
た
。
僕
達
は
自
分
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
る
だ
け
だ
よ
、
と
の
答
え
し
か
な
か
ゼ
ル
プ
ス
ト
・
プ
ヴ
案
ツ
タ
っ
た
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
自
己
目
的
だ
け
だ
。
ヘ
ッ
セ
の
変
化
と
報
告
、
結
合
と
分
裂
、
生
ロ
白
と
否
認
、
神
経
症
の
誇
示
と
被
覆
、
苦悩と内的嵐、新ロマン主義……も同じだ。彼がつねに保守であり、彼が保守反動連中に利用され、誤用されうる
のは偶然じゃない。シェークスピア、トルストイ、ゲーテはそうじゃない！彼ら保守反動連中や青年達がこの小
Hosei University Repository
6９ 
第二次大戦の廃雄に立って振返り、端的な否定的反省を向けているのが、著名な『不信仰の将来』ｅ】のＮ鳥目津
；ご己、一目ず：）の著者ズチェスニーの『ハンス・カストルプとハリー．ハラーおよびその後継者達』（Ｐ尉冨己
（４） 
の園日の目］》四目②○国、（・召》四日ｑ罵二の『目ニューの句・－ｍ目・］し合）である。内容は端的で明快だから、ごく簡単に紹介す
る
。
彼
は
こ
の
論
文
で
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
魔
の
山
』
と
ヘ
ッ
セ
『
荒
野
の
狼
』
の
主
人
公
カ
ス
ト
ル
プ
と
く
う
Ｉ
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
．
’
彼
ら
は
劉
爽
の
生
活
か
ら
余
り
に
離
れ
て
い
る
．
カ
ス
ト
ル
プ
は
、
知
識
人
は
現
実
生
満
逼
没
す
る
の
は
も
ち
ろ
説
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
る
の
は
？
犯
人
な
の
に
未
決
拘
留
に
忘
れ
ら
れ
た
ま
ま
の
人
間
が
突
然
、
卵
と
ミ
ル
ク
と
レ
モ
ン
入
り
パ
タ
ーヶーキを与えられて高揚した心境！が一つ。。〈．〈が帰宅し、ゆったりしたガウンに着換え、「教養人」を味わう
心
境
！
が
第
二
。
そ
れ
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
第
三
！
こ
の
自
己
目
的
こ
そ
ド
イ
ツ
人
の
原
罪
だ
。
い
ま
の
全
国
的
な
青
年
運
動
か
ら
彼
ら
は
や
が
て
役
所
に
入
り
、
現
状
と
同
じ
役
人
に
なる。それが原罪だ。『荒野の狼』のドイツ的内面性の魂の戦闘、苦行、鞭打、その誇示、その激情的狂気（それら
は詮な、秩序と混沌とに橘をかける試み、と小説の中で語られている）は、ただ重い橋梁の死の自荷重か、でなきやあ社
交遊戯だ。全国で会議、討論花咲りの、ユダヤ的側面では粗雑な精神分析家達、キリスト教的側面ではこの時代の
精
神
空
間
と
リ
ズ
ムの審美的研究参加者達、その遊民的紳士淑女の社交遊戯と同質だ。膨大な課題羅列の提議だけ。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
達
の
行
動
も
、
裁
判
官
会
議
も
国
防
軍
も
経
済
界
も
！
こ
の
小
説
は
ま
さ
に
現
状
の
こ
れ
ら
の
た
め
の
大
盤
振
舞
い
？
そ
の
た
め
の
ゴ
ッ
タ
煮
？
南
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
の
本
家
帰
り
（
シ
ェ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
は
「
さ
ま
よ
う
」
を
意
味
し
、
内
面
的
放
浪
＊
オ
・
カ
ト
ー
リ
ッ
シ
詩人が輩出）、南方的魔術、神感情、強調癖と神経症と本能欠除とトルコ音楽１．若者っぽい秘教結社と新しき普遍
エ
・
ム
ジ
ー
ク
宇
宙
音
楽
と
ド
イ
ツ
的
人
間
！
』
」
の
魂
の
ゴ
ッ
タ
煮
の
沸
騰
噴
気
が
、
内
部
へ
で
な
く
、
外
へ
、
せ
め
て
次
の
行
為
に
移
さ
れ
な
い
な
ら
、
恐
ろ
し
い
痕
迩
を
残
す
だ
け
だ
ろ
う
．
ｌ
地
上
に
楽
園
ば
創
出
し
な
い
が
、
少
く
と
も
蛾
も
血
纏
い
不
正
は
阻
止
し
、
破
壊
さ
れ
た
正
義
を
再
建
し
、
国
民
を
蜜
菓
子
で
飼
う
の
で
な
く
、
真
実
を
語
る
勇
気
を
与
え
る
行
為
に
移
さ
れ
ね
ば
！
こ
の
行
為
を
う
な
が
す
ひ
と
つ
の
エ
ン
ジ
ン
始
動
が
こ
の
小
説
の
意
味
だ
。
こ
の
小
説
の
価
値
は
こ
こ
に
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
愛
す
べ
き
へ
ツ
セ
ー
．
２ 
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このズチェスニーに真向から反論する場に立つのがラーリー（『す。屋望博胃］）である。彼の『脱自の政治学』
（５） 
（■。一一鼻」のＨ同寿“国”の》］⑪＄）は一九六○年代米国の反体制、反文明ヒッピー運動の強力な指導爵となり、『荒野の狼』
を
中
心
と
し
て
世
界
的
に
へ
ヅ
セ
を
見
直
す
ヘ
ッ
セ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
ひ
き
起
こ
す
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
き
っ
か
け
を
作
り
、
そ
の
た
め
『荒野の狼』に対する欧米の激しい逆反応の原因ともなる。このハーバード大学の心理学講師の書（七年後にも『政
治学と脱自』冠・】菖弄月旦厚：＄］＆。を櫓く）は確かにそれだけの説得力を，もつ。少くもその説得プロセスに耳を傾
けるべきものを、この現代の現実に対して持っている。『脱自の政治学』は七年後には（一九七○）『幻覚体験の巨匠
的導者』と題して独訳，もされた。『東方巡礼』への言及もあるが『荒野の狼』に限って要約する。
この小説を、ただ危機や憂慮や葛藤や苦悩を扱ったものと見るのは些か皮相な読糸である。彼はある手紙でこう
書いてる。「もしも私の生活が（よく言われるように）ひとつの危険きわまる苦痛な実験、でなく、また私自身が、
ロを開けてる深淵の縁でぐらつき足下の大地がない無底を感じてないなら、私は盲らで生きてることになり、それ
だったらこれまでも何・も書くこと・もなかったでしょう」と。この作品を読染つつ、様々な自分の中の心的諸力が
（
小
説
中
の
諸
人
物
や
事
件
や
言
葉
と
）
い
つ
か
共
に
働
い
て
い
る
の
を
経
験
し
た
読
者
は
、
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
劇を認識するｌそればＨ・扉（一人称としての私、あるいばフロイトの贄ぅ外的自我か）と同．（三人称「物」に癒った人
間や言葉、あるいはフロイトの言う心に隠れたニスーカか）との葛藤であり、精神とこの功利主義文明との間の戦い、私
達のこの文明化されてしまった自己内部の狼的な、悪魔的な様々な衝動間の葛藤を（読者は）ふんな経験する。「だ
ん、ぼんらい関わるべきではないと考えている。それに対しロマン主義者ハラーは現実の生活をいつも彼の夢想と
と
り
替
え
る
。
ふ
た
り
と
も
、
現
実
の
生
活
を
意
識
の
外
に
追
い
出
し
て
い
る
。
だ
が
現
実
は
リ
ア
ル
な
日
々
の
生
活
の
中
に
し
か
な
いのだから、意識下で生活との葛藤に陥る。意識下だからそれは解き難く腱れ、その結果、言語喪失になり（現実
よ
・
罪
を創りだすリアルな日常言語を失い）、音楽の陶酔に逃れ、冥府の諸力を妄信し、その冥府の諸力と魂の共振に耽溺ナ
ム
ワ
ソ
コ
ー
リ
ッ
シ
ニ
・
ブ
ロ
イ
デ
ソ
るにいたる。そのさまざまな鯵病的悦楽の背後で、その様なな前奏曲、魔薬煙草、モーツァルトと星☆の背後
で、底なき深淵がロを開け、彼らを呑みこむ。どっちもそんな小説だ。そして事実、第二次大戦という冥府の深淵
る
に
い
た
る
。
そ
｛
で、底なき深淵蛍
に呑承こまれた、
。』」。
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が」とヘッセは言う、「これらの読者は、次のことを全く見落してきた。この小説の中には、この荒野の狼と彼の
分裂状態を包んで、第二の、より高次の、時代を超えた（時流に埋没しない）世界があり、この荒野の狼の苦悩に対
し、彼を越え世俗を越えた信の世界が向いあっているのを、全く見過してきた。この小説は、まさにそれを深く信
じる者の物語なのだ。確かに苦痛や苦しふをも語ってはいるが、断じて絶望の書なんかではない」と。この小説で、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
彼が読者を彼の幻想物語で様々な理念や観念の軽業につれこむのは、その都度、最後に、その構成全部が知的な
幻想遊戯だと（からかＵ気付かせるためだけなんだ。その様斉な理念や観念の軽業に巻き）」まれその心理学的ダ
イナミズに簡単に酔う読者の足下で、その・。プラン織り絨毯はフシと消える。日本の禅的なこの魔術的トリックは、
小説中の「論文」と小説最後の部分にしつらえられている。まず「論文」は言う。人はおよそ理解とか心理学的解
明のために、「一つの胸の中の一一つの魂」といった神話で単純化する錯覚を利用したがるが、人格とは百枚もの皮
た
左
ね
ぎ
をもつ玉葱、無数の縦糸横糸で織られた織物なんだ。そんな錯覚や仮面を剥ぐ精密な技術を、古インド人達やヨガ
は、（西欧とは全く逆の道を）一千年、努力して発見している。ヘッセはその呆気にとられる心理分析で、五月現
、
、
、
メ
タ
プ
ア
ー
代人をとりこにしているフロイト的な隠楡での錯覚、知的遊戯あるいは演戯にすぎぬ仮面（後で見るマィャーも》一口うぺ
ルソナ、もとは劇で役者が演じる役割でかぶる面、社会的な称号、社会で演じていると思いこむ仮面）を剥ぎとる。実際、人
あ
る
じ
類の芝居は多彩かつ愉快なんだと。そして主人公は小説の進行とともに、自己の絶望を超えてその主人となろうと
ア
ル
コ
ー
ル
セ
ッ
ク
ス
空しい努力を重ねる。酒精で、性愛で、異国的ジャズ音楽で。その中でついに魔術劇場に辿りつき、現代の現実に
代りうるもうひとつの現実、（いま日本でも言われだした）大脳の右脳前頭葉に隠れる無限な現実の別な表象形式、自
己内部に隠れていた現実、即ち魂の現実をこの魔術劇場で発見する。まさにそのための準備が、あの「論文」であ
り、この劇場の入場料として払う（捨てる）、既製品的知性を脱ぐプロセスである。それがあのサイケデリック仮面
舞踏会のペルソナ交換遊びと神秘的合一経験そして小量の興奮剤である。ハラーは西欧史におけるイルミナリー
メソ・《１
（体制的宗教に反対する照明派や啓明結社の名）の選ばれた会員なのである。
『東方巡礼』も、主人公のＨ・Ｈが陣くように、店員達が休日の無礼識や円遊会の酔いのあと再び店で頭を下げ
っとおしのように、スタンプで押した如き日々の現実の荒野にまた迷いこむのを繰返すのでなく、その日常を》」そ
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変革するためだ。『東方巡礼』は、どこででも見出せるがその気にならねばどこにもない「人間の故郷」への旅の
報告なんだとＨ・Ｈは言う、と。（これについては後述のスタイナーで代える。）
ふも
こうしてラーリーは『荒野の狼』を、この文明社会の破局の縁で、五口鞄の無意識に潜む予感を現実化し人間を奪
い返す芸術だ、とする。いま吾之はこの小説、特にあの劇場に導くいくつかの準備の教えとパーティ、それを経て
入る劇場での股も現代的幻覚教育の各部屋の描写、を吾との瞑想．〈Ｉティの股も具体的手引きとし、それに『シッ
ダルタ』（一九二二）と『東方巡礼』（一九三二）を補助書として学ぶべきだ、ヘッセは、この生ける芸術つまり生命
の技術である幻覚芸術の巨匠的導者だ、と。
こうしてラーリーは六○年代後半、米国の若者達の反文明、反体制ヒッピー運動の一象徴となる。だがラーリー
が唱導するある意味で限定された覚醒剤．ハーティよりも、遙かに広い次元、精神的かたち、東洋的瞑想と神秘的な
宗教経験で、時代現実からの脱自と覚酷を促す警告は、やはり『荒野の狼』を大きな契機とする英国のコリン・ウ
（６） 
イルソン『アウトサイダー』（ｏ・］甘言】］四・口》司寺の○口厨匙のＨ・巳留）で始まっていた。この書は英米でベストセラーに
なっていた。この醤はそんなジャーナリスティックでセンセイショナルに包象こむ展望と総括力をもってはいる。
彼はヒッピーより大衆的な反体制的ビートーーックの象徴存在だ。
ヴ
イ
ジ
ロ
ソ
彼が見るアウトサイダー（は柔だし者、ハズレ者）はどんな人為でどんな意味を担っているのか。彼はまず「未来像
を見るアウトサイダー」としてニーチェ、ドストエフスキー、プレィク、ローレソス等を挙げる。前世紀の中から
ゲ
イ
ジ
ロ
ソ
現在の状況を予見し、来るべき将来の姿を見た人達である。ついで、今世紀にひろがる．ハルピュス、Ｈ・Ｇ・ウェ
ルズ、サルトル、カミュ、ヘミングウェイらを、今世紀の文明現実で胸がむかつき、自由かつ快活に呼吸できぬ、
いや、それを許さぬこの時代の絶望的状況を梁つめる「実存主義的アウトサイダー」とする。その彼らの呼吸困難
な世界に対し、「全世界を自分の魂のうちに包む」場所（上記の、脱自的な場、東洋的、神秘主義的な新しい宗教的経験の
趣に導くのが現代の新しい「ロマン主義的アウトサイダー」ヘッセだ、とする。ヘッセと並んでへソリー・ジェ
カ
ー
ィムスもいるが、彼は（ロマン的アウトサイダーの面では）かなり敗北主義的だ。彼に較べ、ヘッセは自己の内なる混
オ
ス
沌に踏牽入り、直視し、そこに一」の世界現実の破局だけでなく逆の可能性をも見る。そしてそれとの格闘の結果、
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「到達すべき目標に向って、それを見失う危険を屯のともせず突き進むことを可能ならしめる法則」を示す。まず、
『荒野の狼』中の「論文」において。ついでその現実化である小説全体で。とくに前者はかつて書かれたアウトサ
イダー研究の中で「最も洞察に富糸、最も徹底したものの一つだ」。後期作品中でこの点の股重要な貢献は『荒野
の狼』だ。しかも、トーマス・マンが「つねに一歩退いた傍観者である」のに較べ、ヘッセは「小説の中にろくに
変装もせずに登場し」、「その結果、ヘッセの観念小説にドストエフスキーだけに較べうる活力がみなぎる」。なる
ほど彼にはマンほどに「人物を生き生きと描く力」はないにしても「観念はマンより遙かに生きている」。ワェー
クスピアやトルストイの想像力」に較べてはそれは乏しいがコッセの観念にはそれを補って余りある活力がある」。
その「観念が彼の情熱なので」、「人生を行き当りぱったりに受けいれるのでなく」、いかに扱い、いかに生きるべ
きかに取組む。「人間が、生ぬるい日常茶飯事の次元において生きねばならぬことに深い不満を抱き、芸術家が創
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
造に際して感じる法悦のあの強烈さを、不断に生きる一」とができる道がなければならぬと感じる」（傍点原文）アウ
トサイダーとして、作品にその実験を賭ける、と。（原文はあちこち多岐に跳ぶので、他の要約に比し、とくに引用を多く
した。）英
米
世
界
か
ら
の
こ
の
ビ
ー
ト
、
ヒ
ッ
ピ
ー
が
拡
が
る
一九六○年代後半から、七○年代にかけて、欧米先進国（日本を含め）で
若
者
達
が
、
（
中
風
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
文
化
大
革
命
に
触
発
も
さ
れ
て
）
、
既
成
文
化
知
識
層
の
足
許
を
標
的
に
し
た
一
斉
攻
離
ｌ
既
成
の
モ
ラルや言葉の実体とその寅任を問う世界的台風が始まる。その全否定に懸かれた狂気とも混同され、だがしっと深い深層から、
（７） 
ヘッセ・ルネッサンスが拡がった。米国で次々に翻訳が始まる。例えば米国パソタム・プーク社が既訳の『荒野の狼』を廉価
ぺ－・くし〈ツクにした版は、一九六九年から七六年の間だけで一六○万部売れている。因みに同社ぺ！．〈－パックに限っても、
『デミアソ』と『シッダルタ』が次いで一四○万部、あとは二桁の『ガラス玉演戯』五○万、『ナルチスとゴルトムント』四
五万、『東方巡礼』二○万・値はずっと下る．ｌとにかく、『荒野の狼』がとびぬけて第一位を占めている．
英米を場に時事・文化一般に鋭い評論を展開するスタイナー（の８由の叩一の百日）は、このブームを標的にした論文
（８） 
『東方へ！』（同凹の斤爵己国・一］⑪①①）を書いている。丁度、翻訳が出た『東方巡礼』等一一一冊の書評にかこつけたへヅ
セ作品論で、『荒野の狼』書評はないが、関連は明かで、当時のブームへの反論雰囲気はよく分る。邦訳もあり簡
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７
 
あるヒッピー・コンミューソで、晴調するまで読まれ殆どバラバラになったぺ１・くしハックの『ガラス玉演戯』、
十
台所の酸えた黒．〈ソと並ぶ『荒野の狼』を見た。この一一つの題目の、一一つの夢のシナリオは、ヘッセ作品の総体を
かたちづくり、魔法の秘義、秘教結社、さまざまな錬金術的儀式に迎えいれる。だがこのへツセー文学は、ヒッピ
ー達のマリファナや安易なラブ・イン同様に、手軽に入手できる「陶酔と超越」を若者に提供する二流文学にすぎ
ぬ。同時代の他の作家達の同じ主題を扱った一流作品と比較する努力や訓練、ヘッセや彼らの奥のショーペンハウ
エルやニーチェに踏柔こむ努力も訓練もない若者らには、マリファナ承たいな、もんだ。『東方巡礼』は現代の「奉
仕による合こを夢想する秘教結社の姿を、キリスト教史に時に露出する密儀的幻想や錬金術や東洋の神秘世界を
とおしゲップが出る「観念の飽食」をさせてくれる。しかも、その「奉仕による合こは、個々の個性が（人類史
ｅ集合無意識のサウナで溶解してしまうのを想起させる「合一」にすぎぬ。ヘッセはミゲル・セルラーノに「全
く西洋にとって、ペルソナの概念は吾々の病いの根原、吾だの存在を呪わしくするものそのものだ」と語る。（こ
れ
は
ん
』」ではペルソナを個的人格、個性の意味でスタイナーは解している。）浬築においてすべては一つになるのだろう。太陽と
月、男と女、大空と永遠とが！これを（ユダヤ的カハリスト）カフカの八文学の魔術Ｖといえる客観性のあの厳し
さに較べれば、これは（ウニしハーが『資本主義の糖押とプロテスタンテイズム』で言う）カルヴィニズムの職輩傘其任倫理
（寅任即天職、召命とする倫理）から逃避する幻想を誘うだけのものだ。
ジョィス『芸術家の肖像』が職業と芸術（意志と感情）を対比する厳しさに較べ、同じ主題の『ナルチスとゴルト
ムント』Ｃ九一一一○）は、対照する実体を厳しい現実社会で象つめない叙情駄嘆にすぎない。中世にかけての東方教
会的神秘主義とさらに奥のユング的無意識の太母（原色に抱かれて、甘く純れあう愛と死と神秘と美に酔う青春
幻想にすぎぬ。『東方巡礼』も『ナルチスとゴルトムソト』も、真撃と瞑想の、ある種の深設はあるが、『荒野の
狼』と同様に結局、最後は、柔く懐える音符の陳腐な反覆に終っている。例えばこの新訳の最初期『車輪の下』
（一九○九）が、同主題のムーシル『少年テルレスの惑乱』の、少年期にひそむ悪魔性を直視する冷酷なまでの言
語構築も、ハィンリッヒ・マン『ウソラート教授』での政治的社会的洞察もなく、結局は、末尾の、青白い月光と、
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（９） 
Ｈ・マイャーは『ヘッセと魔術劇場』（四目⑫冒昌閂》囚・田の、⑰の目」烏、目四四ｍ・ず①目彦の賢の『．ご『『）で、『ガラス玉演
戯』Ｊも同テーマとして併せ論じつつ、主として『荒野の狼』でのヘッセの姿と目的を解明する。上述の諸論だけで
なくおよそなされた批判のすべてが反駁されている。いちいちの指摘は略し、できるだけ要約する。
ヘッセは一九二一年に『自伝素描』を書いている。最初は『魔術師』という題で構想されたものだ。（以下、自伝
（皿）
と呼ぶ。醤かれた年は諸説があり、マイャーに従う。）その冒頭は「私は近世の終ｈ／頃、中世への始まっている後戻りの
少し前に、射手座とジュピター星座に親しく照らされて生れた」で始まる。この一行で批評家はロマン的イローーー
とかその後継とか亜流とかノヴァーリスやアイヘンドルフの「月光の魔法の夜」の中世的夢想について語り始める。
だがへツセは中世への後戻りにはぞっとする啓蒙主義者だ。ただ伝統や因襲にそのまま理性の衣装を着せただけの
啓蒙主義の人間破壊に反対するだけだ。これはそんなロマン主義とは逆に、戦傑すべき中世的現実が始まっている
時代状況への警告なのだ。その危機感が、一切の自伝を潮笑するようなこわい「予測自伝」を書かせている。この
かど
末尾の要約はほぼこうだ。七十歳で名誉博士にＪもなるが、魔術で幼い少女を誘惑した科で法廷に立たされ、牢獄で
絵に没頭する許しだけはうる。その獄壁に美しく風景画を描き終え、七十歳の老芸術家は周囲の意識を取戻す。そ
してこのあらゆる空騒ぎと、精神を失った野蛮残忍な現実とに、嘔気を覚え、もうこの苦悩にけりをつける時と思
こ
び
と
う。魔術なしにはこの世は耐え難かった。彼は小人になり自分の絵の中の山腹のトンネルに入ってゆく汽車に乗ｈ／
菫その艫い穴の中に消えろ・汽車の煙りとともに雷かき消え、着手が葉とあとに残る、と．ｌここには、
比較的無害な文学的白魔術のみならず、投獄される黒魔術にも手を出す「魔術でしか越えられぬぞっとする状況」
の提示とともに、ヘッセの、この牢獄状況の中で戦前の田園隠棲調の作風の中に「消える」のでなく、新しく仕事
それが水に映り誘う死の影との叙情的味嘆があるだけなのと同じだ。終生、変ってない、と。（批評は、一般的につね
にその折点の時代状況、とくにその中での受容の仕方に関わるのは当然であり、スタイナーのはとくにそれが考慮されねばなる
まい。ただ、『荒野の狼』は本質的にその運命を内にもつ。）
３ 
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を始め、「この現実を越えうる対抗魔術」の劇場をつくる構想の最初の徴候が現われている。
｝」の対抗魔術に採用する無数の手品仕掛けは、批判者等が言うロマン主義やファウスト的擬古典主義等の亜流的
蒸し返しではない。この劇場の手品仕掛けはまさにこの一九二○年代の実状を写しとったものだ。それをこの予測
伝記の「断り書き」が示している。断り書きは四四歳のヘッセが、一一一六蔵の「ジャン。．〈ウルの予測自伝を手本に
した」とする。このロマン主義作家の予測自伝は、『巨人』執筆の中で平穏な市民的生活の継続が彼に疑わしくな
っていたとしても、それだけになおさらその継続を願う市民生活信奉表明として、調和と持続を得ようと努めてい
る姿以外ではない。それとは逆にへツセのはこのブルジョワ市民社会への絶望と断絶表明以外ではない。
この予測自伝執筆中にも、かっての愛読者でいまは帝国独乙学生組合や様々な青年運動の中にある学生達から、
自分達を裏切った売国奴として僧しゑと抗議の手紙が殺到していた。彼らが文中で、彼に対抗して彼らの信奉者の
名を列挙しているのを見て、彼は日記に記す。「なんという単純で貧しく薄っ・へらな精神世界か！」。二八世紀ド
カ
テ
ゴ
ー
リ
フ
シ
ヤ
ー
０
イ
ソ
ペ
ワ
テ
イ
ー
フ
ィッ啓蒙主義と伝統主義の全く変らぬこのドイツ的内面性！」。戦時中利用し尺された「絶対至上命令」のカ
ソト、そしてヘーゲルその他二、一一一、それにワグナー！そこにはゲーテ屯へルダーリンもニーチェもグリムも、
傘ハツ〈もモーツァルトもない。だがそのワグナーは彼自身二十代にそのロマン主義的秘教主義に熱狂し、その「魔
術」の危険性については、ニーチェの警告とは別に、自分自身の内部から熟知していた。とくにいまの時代状況に
対するそのぞっとする呪縛を『クラィンとワグナー』Ｃ九二○）で書いたばかりだ。彼は続けて日記に書く。学生
達の手紙の中でいま「自分の過去が結晶して自分に向って起ち上る」のを見る、と。「ワグナー魔術を越える魔術
劇場」の構想がここからも生れている。この劇場は秘教結社への招きなどとは全く違う。
実際、当時の彼の現実は耐え難かった。精神病の妻、施設に預けた子供達、恐慌での無収入、自分の文学への疑
問、それらは「ドイツを苦しむ」現実と全く一つになっていた。二、一一一月とユングの分析治療も受けた。唯一の友
で理解者劔ハルはカソリックに改宗した。それらに関し、日記に「私は私の肉体、祖国、文学、誤り、素質に最後ま
で責任を負いプロテスタント（抵抗する者をも意味する）としての重荷を選ぶべく生れながら運命づけられ、定めら
れている」と書く。彼には厳格なカルヴィニズムの予定天職倫理が貫き透っている。
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彼は戦後すぐ「いま新しい世代は、細い鞭の下で育った十年前の市民社会の没落を小躍りしている」と書き、そ
の後も、若者の死を犠牲に生きる旧世代の、伝統遺産を蚕食し引裂かれることもない一元論的生活と思考、自由主
義で取繕う恭順の顎に、粗暴に・ハソチを吸わせ、無伝統、無訓練で引裂かれたまま、断絶と否定の理論に立ち錬金
術的実験を敢行する若い表現主義者達に、共感を公然と表明してきた。「ヘッセのいまだに思春期を脱しえぬ幼児
ノ
イ
エ
・
ザ
プ
ハ
リ
プ
ヒ
カ
イ
ト
メ
ソ
シ
ュ
ハ
イ
ッ
０
デ
ソ
ム
ル
ソ
ク
性１．」と批評家達に職わせて。だが新即物主義を標桟する表現主義が探す人類的薄明も、闇への薄暮に向う
だけで曙光にならない。その失望は深く、彼は一九二○年代は「死に至る病い」の中だとはっきり知る。マンに書
く．ｌ革命を全共感で迎え、共和制に托した私の望拳は、とっくに壊れている．ドイツ腱自己革命と自己形成の
ナ
チ
ズ
〈
機会を逸した。裁判官は不正、役人はなげやりで、国民は一元全に幼児的だ、と。国粋社会主義に走る学生組合、ユダ
ヤ人排斥、反体制教授謀殺事件等交への憤り、破局への進行を防ぐ社会的手段への激しい関心が、その後の手紙に
溢れている。詩にも、工場主らの独占的金儲けを悪意で象つめ泡峰する機械達や、工場主と計算器と機械に対抗し
リペヲリズ▲
て機械や武器達だけが猛進しはじめる市街戦と廃嘘の夢魔が溢れる。一九一一四年の手紙には、愚鈍と放埒な自由主義
ブ
ナ
ー
午
が放ちだした腐臭への恐怖が加わり、「この国」に応じた「建造物」を、「狂人のためだけの」あるいは「無政府主
義的な」「ふざける歓談」という題で「築く」小説を考えている、と醤く。知性過剰の主人公の芸術家的体験の中
で、とも。「この現実を越える対抗魔術」でつくる「この国の現実に応じる建造物」、「芸術家が建てる劇場」が、
『荒野の狼』とその「魔術劇場」になる。
パ
リ
ヂ
イ
現代芸術と文学は、前世紀冒頭のＥ・Ｔ。Ａ・ホフマソ以来、ブルジョワ市民社会の特殊感覚による対抗「塞云術
〆
・
ア
ル
テ
イ
プ
イ
チ
ア
ー
ル
ツ
ユ
ー
ル
ブ
オ
ー
プ
プ
リ
ユ
ッ
ケ
パ
ヲ
デ
イ
ス
魔術の楽園」をつくってきた（超現実派、野獣派、橋、新ロマン主義、表現主義まで）。その楽園に入る自己霊感も酒
ニ
ク
ス
ク
シ
ー
や性的脱自や瞑想や美的秘教霊習そして（コールリッジ、ランポー、トーフークル、ミショゥらの）魔薬すらもう月並に
なった。だが具体的な生活体験の中でどのようにそこに移れるのか、またそこから帰れるのかは誰も明かにしてい
ない。それをヘッセは始めて越えた。その一つひとつの境界突破を、ユソグの深層分析とみずからの苦しい自己省
ゼ
ル
プ
ス
ト
察を通して真の人格「自己」を求めた実験からの生活具体体験を段階的に拡げ深化することで、なしえた。この諸
一
三
唱
テ
ル
ソ
ま
段階の驚くべきリアリズム描写が非陶酔的に真に受けられるのに、米国を迂回して四十年かかった。これが殆ど見
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８られていない。
７
 
『荒野の狼』の巧染な構成の中で、この対抗魔術も主人公に自己を発見させて現実に帰らせえなかったかに仕組
まれている。この魔術劇場は次のように言って．〈タンと終ってる。魔術は易しくない、だが習得されねばならない、
そして習得しうる、と。ハラーも、供笑の懲罰を受けつつ、次はきっともっとよく習得する、笑うことも習得する、
無数の人生の駒遊びも！、モーッァルも．〈プロも待ってくれている、と叫んで、終る。だがこの教養ある内面的人
間の破産は、供笑の懲罰的象せしめでそのまま解放されえない。ドイツ的人間の幻想性、自己没頭と惑溺での分裂、
．〈力騒ぎの破産と苦痛とその政治的危険を、ヘッセは殆ど怒りに激して、エッセイ、手紙等で非難し告発している。
この小説でも『東方巡礼』でも『ガラス玉演戯』でも、その真相は殆ど見られてきてない。人工楽園はいつか幕は
降りる。芝居は必ず終る。その破産と懲罰を、真剣に受取らねばならぬ。
小説中の「荒野の狼についての論文」はこの主人公の分裂、苦悩を現社会の破産状態として示す。典型的ドイツ
的市民の例の二人の中の二つの魂」の分裂に陶酔する子供じゑたファウスト信奉の、日常と祝祭、職業的恭順と
家での横柄さ、酒場のバカ騒ぎと家庭の室内音楽……の市民的通俗二元論、その非市民的英雄気取りの実態を扶る・
ヘッセはユングの分析を見事に消化している。ユソグはペルソナと其の人格（自己）を区別する。古代劇で役者が
つける仮面がペルソナの語原だ。生活で演じる役割である。そんな社会的「役職や称号と自分を同一視することは
ペ
ル
ゾ
ナ
……ナニヵ魅惑的であり、そのため非常に多くの人が…：．社会が彼にふさわしいとする仮面そのものになる」（ニ
ン乙。ハラーが単に、自己の世俗や俗物を侮蔑する狼性に対して、市民を愛する人道性のゆえに、分裂する人道主
義者的ペルソナと自己を同一化をしているのなら、ヘルミーネの（ダンスや市民的楽承の）世俗教育や。〈プロの（庶民
愛の）寄席的ジャズ教育、．〈プロとへルミーネ〔マリヤとも）のエロス的無私の実地教育、性的交換遊戯への誘い、
無礼識仮面舞踏会（庶民とのエロス的「神秘的合ご）、ヘルマソ（ヘッセの幼名）とヘルミーネ（その女性名洞化の分身）
とのペルソナ交換遊戯、モーツァルトの白魔術や．〈プロの黒魔術遊び、そして最終的には、無数の鏡部屋での椰楡
で、その人道主義者の仮面はとっくに外れあるいは砕け散り、その中から「自己」が生れていたはずだ。そして社
ブ
ー
ル
ブ
レ
ム
ド
ウ
ソ
ク
会に帰り、同類の市民の非市民的異常化Ｑの旬沖・且目頤）を正しえたろう。彼がそうならなかったのは、彼が（世
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俗に埋没する可能性や危険性を自分の中に余りに感じすぎているからか、それとも自己の非世俗性の誇りから離れえないためか）
市民的であることを憎む狼性と余りに自己を同一化していたからだ。その結果、彼が取違えている魔術劇場、社会
現実への対抗魔術の劇場構築が、（明確に一市民でありながら）市民的であることを拒否する、無数の荒野の狼達（表
現主義者達も含めて）の幻想による、非市民性を気取る不真面目なお遊び、玩具だからだ。「ペルソナは．…・・そう〈見
られている〉ことに基く、彼と社会との協定である」Ｑソグ）。つまり彼が侮蔑している社会とのひそかな妥協の
産物なのだ。だから、自己欺臓のお遊びだからだ。全く不真面目な、真剣でない、野合、いちゃつきだからだ。そ
し
つ
ら
れは社会的に機能しないだけでなく、反社会的危険になる。だからヘッセが設えた』」の劇場でも一」の幻想のペルソ
ナは外れも砕けもしないし、真の自己に目覚めない以上、相変らず続け、いや、益を激しくなる。そしては、その
過敏すぎる知性ゆえの大騒ぎと（幻想的だから限度を知らぬ反体制的突撃の）エネルギーが、とっくに崩壊しているワ
イマール的仮面でブルジョワ化している市民の、破産への防波堤になり、存続させているのだ。それを例の「論文」
は鋭く分析する。この死に至る病いの市民社会が逆に栄えている奇蹟は、市民達の民主制や多数原理等によるので
なく、あの二つの魂信奉や市民的二元論が必然的にもたらす諸理念の畷昧さと弾力性が、この荒野の狼達を包象こ
み、（あの互いの協定Ｉひそかな妥協に基いて）ちゃぼや甘やかし利用しているためである、と．荒野の狼達（アゥト
パ
ヲ
デ
イ
共
・
ア
ル
テ
イ
フ
イ
チ
ア
ー
ル
サ
ィ
ダ
ー
た
ち
）
は
こ
の
悪
し
き
社
今
云
の
発
酵
素
、
媒
剤
、
加
勢
者
な
の
だ
。
そ
の
幻
想
的
対
抗
魔
術
、
人
工
楽
園
は
、
悪
し
き
社会をただ存続させ補完しているのであり、反社会的機能だ。この、論文中の最重要部分の椰楡が、全く見逃され
少勺ロー■Ｉ
くう．‐‐ｊ③）ロマン的楡椰で変革を願うロマン主義者ではない。それはロマン主義者的ペルソナにすぎない。だから
いつロも一一重演戯をする。いかにｊ一四）魔術の玄人ぶるかと思えば事実は全くの門外漢、いまにうも魔術に加入しそうな姿
パ
プ
テ
ス
マ
勢を感じさせつついざとなると尻込みし逃げだし、鏡部屋の魔術の浸礼を受けて新生するのでｊも、幻想を見抜く洞
察を手にするのでＪ一℃なく、荒野の狼的幻想魔術の反社会的機能に共犯者となるだけだ。ロマン的抑楡などカヶラｊ｜い）
ない。
てきた。
ハラーは、本来、この劇場で、荒野の狼の球体的孤独から解放され、祖国と市民を愛する人道的苦悩と重荷、そ
Hosei University Repository
8０ 
（ｕ） 
パルの『ヘルマン・ヘッセ』（函巨砠・因四］一》国の門目目目田のい、の．こい『）は、最終章の題を「『湯治客』と『荒野の狼』」
とし、互いの内的関係の中で見る。結論的に言えば、前者が心理学的凹面鏡に自己椰楡のユーモアで時代状況を映
し出すのを、後者は主人公が同様な姿で創出する魔術で時代状況を越えうる凸面鏡の映出とする。（ただ米国の作家
れゆえの惑乱から自由になり、それをモーツァルトが凍る洪笑で助けたはずだ。この劇場で自我の新しい様盈の可
鱸性を発見し、社会に復蝿してその洞察を川いうるはずだった．なぜそれが出来ないのかｌをヘッセはこの小説
で
証
明
し
、
警
告
し
て
い
る
の
だ
。
第二次大戦の灰蝋の中で四六年、一四年からの政治的文章を自選した『戦争と平和』（一九四六）の序文は、移し
い徒労への想いが響いている。「これらの文章群の主導反覆楽句は唯一２「吾☆の足下で火花を発する地獄への思
い、近い破局と戦争に脅かされる感情」であり、「とりわけ『荒野の狼』は明日にも忍びよる戦争への不安にみち
た警告だった。そしてその不安にふさわしい教師口調でやっつけられ、あるいは薄笑いを浮べられた」と書く。
〈幻想に逃げこむ〉対抗魔術劇場、東方巡礼、純粋知性遊戯の教育州（『ガラス玉減戯』のカスターリェ乙白魔術は、
今後も、つねに誘惑へと誘うだろう。ただ荒野の狼達は、それとは別に、いま、現存している！あの自伝冒頭へ
の
半
世
紀
前
の
ロ
マ
ン
主
義
的
印
象
や
ふ
ざ
け
た
印
象
は
い
ま
は
全
く
な
い
。
い
よ
い
よ
リ
ア
ル
だ
。
以上がマイャーの主張である。後半部はそれぞれの批判に応じて反覆も多く、国際ヘッセ協会の主調講淡で、小説内容を知
悉する聴衆のために、省略も多く、また聴衆の一般的知識も前提された簡略化概念も多く、とくに後半部は筆者の解釈がかな
り入ったが、要旨は逸していないつもりである。ただマイャーの解釈はヘッセの創作意図に主題が置かれすぎる観がある。小
、
、
、
、
説内容は、苦悩するハラーの人道的、狼的二面性が創出する、時代へと同時に自己への対抗魔術の劇場であり、だから、例え
ばトゥホルスキーがドイツ的内面性が「呼びだす魂のドラこの「自己目的」性を強調するため、論ずる気もないとした「自
己椰楡」の概念などは小説内容の本質的椛成概念だろう。それが全く言及されぬか、あるいはそれに関述するロマンティッシ
ェ・イローーーの部分とともに、見落されていると感じる。そのため、この小説を戸マン主義の現代における股大の成果を再発
見したものとする、最初の評価者、推薦者のフーゴー．．〈ルをやはり見る要がある。
４ 
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へツセは現実や親しかった者達〔故郷の友人、出版者、かっての理解者、友人、近親者等）からも滅茶苦茶に引裂かれ
ながら、それらをみずからに受入れ、すべてを愛そうとする。すべて幻想の余地もなく押し入ってくるこの現実を
受け入れ愛するということは、分析心理学的には次のことを意味する。それに対抗して自分の内部で衝動的に反応
し四分五裂して葛藤する無意識の諸力を凝視し、互いに歯を剥きだしあう衝動の隠れた心理的動機や、それぞれ勝
手に自己を理由づける心理学的仕組承を冷静に再構成して、根原的に統合する、あるいは綜合へと組率こむことであ
ど
う
け
る（統合、綜〈ロとは、客観的に自己を相対化し、道化化して笑う場、自己椰撫のユーモアのことだ）。まさにそのことを愉快
プシコロギア・ぺ
でなんともユーモラスな形で、凹面鏡に映すように集約するのが『湯治客』（一九一一五、前年の私家版題は『湯治場心
理学もしくはパーデソの一鰻臘客の麓蛎』）である．へ，七で鱸もユーモラスな小説だ．ｌここには当時再び禁
ル
ネ
リ
ア
になっていたモーツァルト、とりわけ『魔笛』がその奥にある。（『魔笛』の魔法の笛とは主人公のフリュート、従者の鳥
グロッケソ・シニピール
刺し．〈・ハゲーノのピッコロと管鐘だ。パ．ハゲイソはおおむ鳥。、ハルは伝記的に記している。当時、彼は『クリソグゾル』（｜
《〆ゲイン。（ウメ
九二○）に出る「おおむの家」の持主の画家リーザ・ヴヱンガーの娘で（オペーフ？．）歌手ルートと相愛になり、上記私家版を出
す一九二四年一月結婚する。それまでの二人の関係も映す、「魔笛」での、互いに分身的または両性共有一身の分裂・葛藤体と嵩
える雌雄同体的．〈・ハゲーノと．（．ハゲーナがいが梁あったりくっついたり互いに、〈．〈．〈．〈．〈・ハゲーノ、．〈．〈ゲーナとどもり縫れる
様だな形の二重唱には誰も笑いだす。これは『湯治客』にも『荒野の狼』にも主人公像を形ちづくっているものだ。、ハルがこれ
と、ヘッセが当時の恐慌での鱸収入のため手描きで彩色し齋誉収入の賛にした竃魎築『ピクトルの変身』ｌ小鳥の努力で老樹
ピクトル
と少女が一体とたり無限に若く自由に宇宙と一体化し、包む両朧具有態になる画家ｌとを結びつけるのは、伝記者として説得
力がある。パルは、ヘッセはかくして小鳥の形の．〈・ハゲーノに護られ、魔笛の主人公のフリュートを携え、一九二一一一年、パーデ
ンの温泉療院フリーデソホーフに入院する、と書く。）
バ
イ
リ
ゲ
ソ
・
ホ
ー
プ
『湯治客』では主人公へシセ氏は温泉療院「聖者館」に逗副する。この「聖者の館」の名からして皮肉だ。恐
死期を覚えつつ、「噴出す乏
析に欠ける憾永が残る。一
文脈的関連は明かである。）
（４） 
ヘンリ１．ムーアが、「ヘッセと同質」という鋭く知的な詩的感性のためと、このヘッセ伝の発刊を見得なかったほどに癌で迫る
（４） 
化期を覚えつつ、「噴出するように一、二ヵ月で書きあげた」評伝の最終章のためか、評伝前半部ほどの周到な解明や作品内の分
称に欠ける憾永が残る。一見、人物論からの作船解明の観があるが、それだけに、頷かせる説得力もある。但し、前述の両者の
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や
か
た
るべき経済恐慌の不安から、病気を口実に逃げこむ俗物、逸民の館なのだ。そのプチブル的口実的生当ご方に対し、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
皮肉の限院ソを自他に向って浴せるヘッセ氏は、真因は神経症に由るらしい座骨神経痛を手始めに頑固な脅迫固定観
心理学的、深層分析的に観察し、機知縦横、滑稽辛辣に詩人ヘッセ氏が日記体で描く・ボクシング
念にとり愚れた、まさに荒野の狼そのものである。その辛辣な皮肉群の相互の睨みあいや拳闘や移しい感情濫費を
ドア続きの隣室の夫婦の日常的音にも悩まされ、その健康そのもののオランダ男をこの館から消す空想を夜女暹
しくするなかで、ついにひそかに相手の死を願い、腫れ物で殆ど死ぬ悲惨な幻想まで行き、憎しみが同情へ、隣人
や
か
た
愛へ変った途端、夫妻は退院し館から消える。その貞口分のエゴイズムの滑稽を笑う笑いの中で殆どキリスト教的隣
ど
う
け
人愛に近く立つ。そんな「道化」が醸成するティン。〈ニーの重量挙げや拳闘の激しいトレモロが次含に奏される。
そして皮肉が深刻になるにつれ主人公と詩人はいつか一人になり、ヘッセ氏に唐突に笑いがこゑあげ、爆発する。
その爆発する笑いは、自分を含めた湯治客達の姿こそ、同時代の有産市民層や知性厨や芸術家達が自分で突きとめ
えないでいる〈死に至る病〉ｌ「護」への「輪まっている逃げこみ」の姿なのだ！と不気味な蝶笑の中で、鰭
示をしている。その供笑の余韻の中で、当のへシセ氏はあれほど格闘を繰返した病気もケロリと忘れ、むしろ晴れ
晴
れ
と
湯
治
場
を
後
に
す
る
。
嚇代状況はｌ市民達はこの朧代の蝋大する野蛮さに萎縮し、妥協を続けるし、知識人逮臓凰己の聖域内で易々
と諸理念を調停し整理し、まことしやかに告白お芝居を続けている。そのなかで、ヘッセは真に必要な社会的機能
を実現する芸術家としての天職選びを自らの内に自覚する．ｌ圃疾の内向性こそ睦、鍵らに伝統・因襲に免れ
る社会との妥協を、すべて拒否する自律の強靱さだった。生来の破門ざれ追放されるはみ出しと放浪性こそば、苦
悩する人☆と同化する願望だったのだ。そしてそれらが、この生粋のプロテスタント（抵抗人間）を強度の神経的
モ
ノ
マ
ニ
ア
ッ
タ
鯵病に、偏執的自己没入に追いやっていたのだ。その様たなデーモンを互いに反乱しあわせるまで向口己を拡大する
パヲソメ
ことで、危うく平衡を保持するほかない「宿命」をロロ分は背負っていた、と。
毛
テ
ル
この種の芸術家気質の人間がロロ分の生きうる範型にしうるのは、無責任で人を誘いこむ求道者つまりモーツァル
トのドンファンしかあるまい。彼はいかなる既成モラルにも屈せず妖術的言語と楽音で人を揺ぶり撹乱し麻痒さす
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彼は最初期詩から、芸術が現実の確かな生き方を奪い空ろにするまで誘うとき糸ずから楽器を破壊する、「芸術家
として道化となるのを潮う」ことを知っている。詩集『危機』（一九二七）はその潮いと自己と時代への痛烈な風刺
だ。古い形式は全頁で爆破され、不思議な旋律が新しく歌っている。読者をおよそ比類のない悲哀と衝迫にひきこ
ぶ、腐臭を放つ古井戸に映る浮ぶ星々が異様な照度で捉える。驚くべく思慮深く被匿しぬく彼の「苦悩する能力」
と「粘り強さ」を熟知する者だけが、まず第一にこの苦悩の正体を判断しうるし、第二にこの廟いが一一１チェの
エ
タ
ツ
エ
。
＊
そ
『
こ
の
人
を
見
よ
』
の
自
己
破
壊
と
創
造
に
比
類
し
う
る
の
を
判
断
し
う
る
。
第
一
一
一
に
こ
の
国
の
本
物
の
ロ
マ
ン
派
は
彼
ニ
ー
チ
ェ
で
終
っ
た
か
に
見
え
た
が
再
び
こ
こ
に
真
の
ロ
マ
ン
派
が
蘇
っ
て
い
る
こ
と
を
判
断
し
う
る
。
この中で『荒野の狼』の魔術の劇場が現われる。魔術は、活溌な精神により、本能的無意識衝動を調整し、さま
ざまな生命の衝動を両側面から守る、精神のダイナミックな形式であり装置だ。精神と感性とのありうべき力のす
ヂ
ニ
ス
チ
ヤ
ー
ペてを示す身振りをし、それを暗示するいろんなデッサンを示し、前兆を暗示して誘い、想起さす人物名をシソポ
ル化してさまざまな衝動を導いてゆく。次の二つをいつのまにか制御する方向へと。一方では本能的衝動のもつ野
蛮さと残忍さを巧みに制御し、他方では逆によき本能的衝動を豊かに発育させるのを阻止する（時代と自己内ｅ精
誘惑者で、熱狂的に何もかも破壊するディオニュソス信女達をあとに従える無責任者（自己に責任を負いえない性格）
だ。だがそのなかでいつも天上の愛を地上で探し、つぎつぎに女のなかに一切を是認し肯定する母を求めて（無意
識に苦しむ）求道者なのだ。そしてへツセにはその全部の資質・天賦が運命づけられている。
ま
さ
に
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
は
こ
の
天
賦
者
達
を
ｌ
変
人
で
義
人
、
激
傭
の
放
浪
者
熱
狂
的
極
端
さ
と
そ
の
自
分
を
か
ら
か
う
槌
て
し
の
デ
ー
モ
ン
イ
デ
イ
オ
ロ
ギ
ス
ー
郷楡者でしかも変幻自在の伊達者、その悲喜劇を仮面と道化で演じぬく騎士的魔精に生きる感覚の理想主義者達を、
無類に包みこみ、育ててきた。いま、国家権力崩壊の中で始まった人間の総吟味のなかで、このロマン派が息をふ
アルケテユーペソ
き返し始めている。その吟味の中で、新たな東方探求、人間を回復する諸元型を探す深層分析研究、無限抱擁の
母権制の予備的研究等之の動きも、ロマン派に光を当て始めている。しかもそれらすべてに逆比例しつつある政治
と社会現実のもとで、この遺産を護り、精神異常になるまで発育させ、発展させる選びと召命が、いまへヅセの扉
を
叩
い
て
い
る
。
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神なき野蛮を制御する。その両側面を意識下で導く運動装置のエネルギー満ちる動力学である。その奥には無限の
イ
ロ
ニ
ー
遠心力と求心力を魔術的に秘めているゲーテ的椰楡がある。
もしこの魔術が成功すれば、無数の鏡をもつ劇場内で、あの・〈．〈ゲーノ的メルヘンが（快活で滑稽に両極的術勤や
欲求を互換したり結合、具有したりする荒唐無稽な遊びが）薔薇の花のように赤く染まる。その鏡の各部屋で、くつくっ
忍び笑う「永遠の子供の魂」が、ドンファンの悪魔的な暗い炎を多彩な旋律の顧音肉声楽の対位法の中に誘いこ承、
彼の中の醜悪な悪魔性と怪物性が独創的リズムであの雷や電光（終幕の石の客による）よりも遙かにうまくいつのま
にか克服されていて、毒も中和されているかもしれない。その中で荒野の狼も鍛えられていて、幕が降りたあとに
は神話的怪獣（のご目］〔ず。］◎四ｍ・ずのロロニの『・神話は内部に創造と破壊、善と悪の無限の可能性をもつ。破壊の中で創造し、悪魔
性を天使性に変える真剣なふざけを踊りもする。神話的ということでそのいつれをも指しているようだ。）が生れているかもし
れない。小説はそう暗示している。（この神話的怪獣は、ヘッセが、この時代と自己との中で経たさまざまな体験を受肉した、
け
し
ん
た
ち
化身達の連鎖が、魔術劇の中でつぎつぎに現われて、鍛え育てたものだ。）もしもそうなっていれば、その鋭い両眼と両耳
と歯とをもはや思うままに使える「この狼」の前では、兎や日〈や雌鹿は全く危うい。その鋭い直観と判断力の前ツンプ
オ
では、どんな知的技巧も、いかさまも、ペーフン的神話も作り話も、存続しえない。あるいは彼により再びこの交響
二
－
曲が再演され、憎悪やいろんな衝動にひそむ獣達が明るふに駆り出されるかもしれない。その獣達を味方に転移さ
せる「力の活気」が生れているかもしれない。その活気は不意に襲いかかる本能の根を断ち、あるいは揺ぶり静め
ヂ
ー
モ
ソ
て、屈服させるだろう。様交な魔精の原型が取出され、疑いは解かれ、）」の時代の巨大な不安感情、ヒステリー、
暖昧に色を変える論弁の行く手を遮り、代ってユーモアが実現するかもしれない。もう不快をごまかす笑い、痙箪
的笑いや。〈力笑いで当惑を器用に隠す要もない、いや、遙かにそれ以上でありうるユーモアが可能になるだろう。
も
し
小
説
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
な
れ
ば
！
多くのマイナス拍子音符をしつこのロマン主義音楽を、人は嫌悪し、嘆息し、悲鳴をあげ、意地悪く叫ぶかもし
れぬ。だがここには、この時代を要約し様式化したさまざまな悪霊崇拝、各種の悪魔礼拝を押し返し、許されるあ
らゆる平和的手段と阻止しえぬ高貴さが活動する余地を奪い返す、試糸がある。』」》」には、人が臆病や嫌悪からそ
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の
眼
を
鋭
き
こ
も
う
と
も
し
な
い
「
眼
差
し
」
で
、
彼
の
武
任
と
彼
の
愛
と
を
保
持
し
つ
つ
、
無
邪
気
に
ダ
ン
ス
す
る
戦
士
が
い
る
。
、ハルは岐後に言う。それにしても、こんな神話的怪獣が、この吾念の時代の中に現われねばならない、あるいは、現われる
かもしれない、とヘッセが描きだしている状況じたいが、吾念が互いの過ち、怒り、憎しみを互いにとりなしあい、愛しあう
技術、理解しあう人間的技術がいよいよ不振になっていて、ただ印刷活字でしか見出しえないこの時代状況を目くぱせしてい
以上がベルの『荒野の狼』紹介の要約である。（続）
（４）○日ずいａｍＨＮ①ｍロ］》四四コ⑪ｏ厨８ｓ・田胃ｑ四口一一の刊巨己」＆⑪祠。－ｍの己・旨・□一のロ日、◎ず四Ｆご巴目・悼・］②ｓ・、．Ｓ』１ｓ』・
（ご》ごず臼田の、曰自口国⑩閉の。】』『③．⑫昼『百日ご菌⑫・ずのロ宮島圏〕・再録）
（５）日日】◎岳］Ｆ８『『》句Ｃ三一庁」の『向廓目いの。巳困。（富の】⑫【の『菌可ＨのＨＮロ日ロ、］◎途のこの一］い○ずの口向『］①ゲョ、。】②『Ｓご》冨貰①『毎一一のロ
２国・函の叩⑫の》の【の弓日「。｝［《・の巨旨歸角日ｂ団⑫島の己盲島田．ｍ・筐』ｌ哩田。
（６）０．－旨二三ｍ目》目テの○貝⑫】』の『・○。］一目Ｎ》ＰＣ且目》Ｓｍ①．邦訳、福田恒存、中村保男訳『アウトサイダー』、紀伊国屋書
店、昭卯、四三－六八頁。
（７）井手貢夫「アメリカ合衆国でのへツセ」『ヘルマン・ヘッセをめぐってｌその深層心理と人間ｌ』三修社、昭印、九二頁。
（８）○の。、のの庁の旨の『・向儲す：己四．二目・Ｚの葛『◎島国・Ｚ。．届．］冒巨胃］］⑪Ｓｑ邦訳、篠田綾子訳『東方へ！』筑摩世界文
学大系唾、筑摩書房、昭⑲。
（９）西目⑫冨四］の門・餌の日】自国因の⑫⑫⑩色目』：②目凋］⑫島の目冨員のＨ・両曰くＣ『（『四困画日冒（の日日一○日一目囚・国の⑫、の‐の］ヨロ。‐
注
（１）【ロｎ斤目巨島・－ｍ庁］。□日この臣⑫ロゴ巾冨の。円寄・旨・菖貫のユ僅一］の二目函の目】、ゴロ崖の⑫ｍの》、【巾で石の目召。］｛《ごｍ巨胃弄色ョ已目の島の曰‐
ずこ○ず。、単。」①『いめ。唖②①、くいやい。
（２）㈹クルト・トゥホルスキー『ドイツ世界に冠たるドイツ』、ありな謝房、昭印、解説論文、「クルト・トゥホルスキ
ーとワイマール時代」野村杉、二六一一Ｔ二九六頁その他。何八田恭昌『ヒトラーを生んだ国』、五章四「戯作者トゥ
ホルスキーの戯れ」一四八－一六六頁、新潮社、昭侭。㈹吉Ⅲ健一「一九一八年の精神ｌトゥホルスキーとプレヒト
の政治志向」、ドイツ文学川認・昭卯、九六’九八頁。
（３）顔色、。団砂一一．西日曰僅目雪の脇の。、の一口月すの口目１ｍの旨ゴの『丙・・叩こず『宍目］で国⑬・ずのロケ巨島患酊・』。『『・扉一頁にわたる紐
技術、
る
！介文。 と
◎ 
Hosei University Repository
8６ 
、盲目目冨胃ず胃毒ＰＺ・】ロ》』抄鈩吋ず臣。ゲユの『』⑩具⑫ｃ彦のロ、⑤嵐一一①『、のい⑮二切島四（（》巴・］ロケ『ぬ四口、］＠コ・叩・臼『ｌ圏画・
（、）国・田①⑪ｍの．尻目凶、①［色厚円Ｆ８の旨い一砂菖・邑曽．。・の．の昌尉百日勺・届留》田．一・ｍ．」＄酉・高橋健二訳「ヘッセ全集５」
（新潮社、昭町）の解説では一九二四年書き翌年「新展望」発表とある。だが、同氏訳『自伝素描』の序的「断り書」に
は『魔術師の幼年時代』とこれを、（第一次大戦Ｉ）「戦後の二、一一一年間に」「二度試染た」もの、とある。
（ｕ）餌后◎屡一】》、・の．ｐ一ｍ・】忠！］園（Ｆ、．ｍ・冒噌ｌ］田・）
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